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学長 荻 原 玲 二
神 奈 川大 学は 、明年 、創立60周 年 を迎 えます 。今 、 これ を契 機 に 、次の 世紀 を展
盟 して 、 「新 しい時 代の 新 しい大 学像 」 をめ ざ して 、創立60周 年記 念事 業 を力強 く
推 進 して お ります 。
学校 法 人 神奈 川大 学 知 識情 報 研究 所 は 、 この 事業 の最 も大 きな平 塚新 キ ャ ンパ ス
に お け る新学 部 構想 を推 進す る役割 の一 翼 を担 って 、昨 年7月 に開所 式 がお こなわれ
ま した.
この度 、開 所以 来1年 間の 諸活 動 を記 録す る研 究所 年報 が創刊 され る運 び にな りま
した こ とは 、所 長藤 原鎮 男 先生 をは じめ 、研究 室の 方 々の ご努 力の 結果 で あ ります 。
こ の こ とは 、 さ きに 文 部 省 に受 理 され た新 キ ャ ンパ ス の新学 部 設置 の仮 申請 と と も
に 、新 学部 構想 の一 翼 が着 実 に推進 され て い る証 と して喜 ば しい限 りであ ります 。
国 際化 、そ して情 報化 が急 速 に進展 す るな か で 、新 学 部構想 は 、こ うした 時代 の要
請 に応 え ると ともに 、地域 社会 の活 性化 に も貢 献 しな くて はな りませ ん 。こ こに も、
研 究 斯 の諸事 業 が研 究活 動 に期 待す ると ころ極め て大 きい もの と存 じます 。 こ う した
意 味 か ら も、他 の 大学 に先 が けて 、 しか も法人所 属 と して 開設 され た 当研究 所 の意 義
は大 きい もの と確信 して い る次 第で あ ります 。
幸 い 、所 長 をは じめ とす る得難 い人 材 がス タ ッフと して 、数 回 にわ た る フ ォー ラム
開 催 とい う実績 、社 会 と0体 とな って展 開 され て い る研 究 活動 な どは 、広 く人 び との
注 目す る ところ であ ります 。
今後 は 、さ らに国 際会議 の 開催 、研 究 員 を中心 とす る共 同研 究 、さ らに科 学 技 術用
語集 の編 集 か ち刊行 な どが 、これか らの 科学 技術 の 発 展 に貢 献 し、 また社会 の期 待 に
応 え 、教 育 、研究 の 推進 力 にな るこ とを 、こ こに一層 期 待 申 し上 げ て 、ご挨 拶 とす る
次第 で あ ります 。
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